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本報告書は京都大学数理解析研究所の共同研究事業の一つとして「情報の構造化と

意味に関する研究」のテーマのもとに 1984年 2月 20日より 2月 22日までの
3日間にわたって行なわれた研究集会で発表された論文を中心にまとめたものであ

る。

情報処理の技術か向上すると共に、これを人間の行なう仕事 特に研究・開発・設

計・音思決定なとの知的分野の仕事を全面的に支援することのできる情報処理システ

ムに対する期待か非常に高まってきている。 このような高度の要求に応ずるために

は従来の方式とは異なる新しい発想と理論に基づいた情報処理技術の開発か必要であ

る。 要求されている機能の性格から考えて、このための情報処理技術はデータへ一

ス 知識へ一ス、ソフトウェア工学計算機アーキテクチュア、分散処理など、これ

まで情報処理技術という総合的な領域において、異なった技術分野を形成してきた個

々の技術を一層向上させると共に、これらを統合した新しい情報処理システム理論の

確立が不可欠と考えられる。

本研究はこのような統合的なシステムにおいてはモデル構築技術か核になるものと

の見通しに立ち、これを理論面と実際面から研究することを目的としたものである。

このようなモデル構築の技術はデータの意味論を含む総合的な問題として多くの新

しい概倉やそのための理論の確立を必要とする。 同時にモデル構築の問題は現実の

問題と関わりか深い。 したがって今回の研究会における限られた時間内での議論で

は決して十分なものでなく 大半のものは今後の研究にまかせられている。 特に現

状ではモデル化そのものより それと最も関係の深いと考えられるデータへ一スの基

礎概含の見直しから出発せねばならない。 この意味で今後多くの研究者の御批判を

受けることにより これらの研究をより一層発展させることを参加者一同心より願っ

てやまない次第である。

最後に本報告書を作成するにあたり、本研究会の開催を許可し、報告書作成に御尽

力頂いた京都大学数理解析研究所に心よりなる謝童を表する。
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二 1、細腰学
85088 59.0
図 書
数理解析研究所

東京大学 工学部 境界領域研究施設

大 須 賀 節 雄



情報の構造化と意味に関する研究

研究集会報告集

1984年 2月 20日{̃}2月 22日

研究代表者 大須賀 節雄 (Setsuo Ohsuga)

目 次

1.画像知識テータベー一M一スシステムの構成について

阪大 工 打彼 清一 (Seiichl Uchinam1)

2.位相情報空間型テータヘースシステムのエントユーサ言語と

その処理系について

阪大 工 上田 野冊 (Naonori Ueda)

打波 清一 (Selichi Uchlnam)

手塚 慶一 (Yoshikazu Tezuka)

3.文献情報検索システム AIR L

九大 計算セ :篠原 F武 (Takeshi Shinohara)

二村 祥一 (Shoolchl Fu tamura)

松尾 文碩 (Fumihiro Ma tsuo¿

4.LANとパソコンからなる分散型データヘースシステム LISについて

日本情報処理 滝沢 誠 (Makoto Takizawa)

横塚実 (Minoru Yokotsuka)

5.分散型関係テータヘースシステムにおけるテーフルの分割と重複

図書館情報大 増永 良文 (Yoshifuml Masunaga)

6.大容量主記憶のもとてのファイルの構成法

京大 工 小島 功 (Isao Kojima)

上林 弥彦 (Yahiko Kambayashi)

1

18

42

57

78

100

一”i”



・ ■ ●ワ 8 000り
●01

■11

021

■31

■41

●51

■61

●71

従属性を考慮したネノトワークテータベースの設計

フォームの設計法

京大 工 上林

古川

京大 工

A DATA MAN I PULAT I ON MODEL

産業能率大

知識情報処理に関する一考察

東大 工

東大 工

:AN EXTENSION OF THE ALPHA EXPRESS I ON

知識べ、一スシステム KAUSによるモテル構築

KAUSによるクラフの知識表現と基本操作

知識ヘースにおける論理型手続き起動のメカニズム

東大 工

三々公社

合金設計におけるモデリング

東大 工

最大類比と極大類比について

九大 理

Toposを用いた意味論モテル

釧路高専

PROLOGの情報空間モテル

北大 工

“ ii一

弥彦 (Yahiko Kambayashi)

哲也 (Tetsuya Furukawa)

上林 弥彦 (Yahiko Kambayashi)

小林 功武 (Isamu Kobayashi)

大須賀 節雄 (Setsuo Ohsuga)

韓 圭東 (Han Guidong)

大須賀 節雄 (Setsuo Ohsuga)
の

山内 平行 (Htiroyuki Yamauchi)

山内 平行 (H{iroyuki Yamauchi)

大須賀 節雄 (Setsuo Ohsuga)

島 健一 (Kenichi Shima)

岩田 修一 (Shuichi Iwa ta)

原口 誠 (Mako to Haraguch i)

水上 達就 (Tatsunari Mizukami)

田中 譲 (Yuzuru Tanaka)

421

441

951

071

781

291

312

522

542

352

272



18.論理型言語によるメタ推論とその応用

ICOT

19.部品化ソフトウエア

日本電気

その概念と課題

富士通

藤上地内田川田国北宮竹横古上
進 (Susumu Kunifuj i)

始 (Haj i鶴 e Kitakami)

泰造 (Taizo Miyachi ¿

彰一 (Akikazu Takeuchi)

治夫 (Haruo Yokota)

康・一・・tL (Ko i ch i Furukawa )

和紀 (Kazunori Ueda)

,J、林 要 (Kaname Kobayashi)

中 Jll 守散: (Toru Nakagawa )

20. Manda l a :A unified sys tem for modular programm i ng and know l edge

represen ta t i on on Concurren t Pro l og

ICOT 古川

竹内

国藤

康一 (Ko i ch i Furukawa )

彰一一・ (Akikazu Takeuch i)

進 (Susumu Kunifuj i )

284

292

315

miii一


